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受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げま

す。 

さて、FCファンド-レジット不動産証券投資信託 

(以下「ファンド」といいます。）は、このたび、第

19期の決算を行いました。ここに、運用状況をご報

告申し上げます。 

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申

し上げます。 

 

ファンドの仕組みは次のとおりです。 

 

ケイマン籍オープン・エンド型契約型公募外国投資信託 
 

 

 
作成対象期間 

第19期 
(2021年９月１日～2022年８月31日) 

 
ファンド形態 ケイマン籍オープン・エンド型契約型公募外国投資信託 

信託期間 FCファンドおよび当ファンドは、2102年８月31日までに到来する信託期間満了日までに終了します。 
当ファンドは、下記「繰上償還」に記載の場合に終了することがあります。 

繰上償還 当ファンドは、下記の場合に終了することがあります。 
１．臨時受益者集会において発行済受益証券総口数の４分の３以上を定足数とし、その過半数の賛成により解散が決議された

場合 
２．受託会社と管理会社が合意した場合 
３．すべてのレジット・アルファ・インクが発行する利益参加型社債が買い戻されるか償還された場合 
４．当ファンドの純資産総額が５億円以下となり、受益者への３か月前の通知を行った場合 

運用方針 当ファンドは、主に当ファンドの資産をレジット・アルファ・インクが発行する利益参加型社債およびRFJ合同会社が発行する
社債へ投資することにより、各対象匿名組合の営業者が匿名組合出資を用いて営む不動産関連資産に投資を行う事業の実績に
基づく収益を投資者に提供することを目的とします。 

主要投資対象 東京都心およびその周辺地域（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）、ならびに人口30万人以上の全国主要地方都市を投資対象
地域とします。 

ファンドの運用方法 社債への投資を通じて、日本所在の不動産に投資します。 

主な投資制限 １．空売りの制限 
空売りを行なった有価証券の時価総額は当ファンドの純資産総額を超えてはなりません。 

２．借入の制限 
当ファンドは、純資産総額の10％の範囲内でのみ借入を行うことができます。 

３．流動性に欠ける資産への投資制限 
管理会社は私募株式、非上場株式または不動産などの換価が容易でない資産に投資する場合、価格の透明性を確保する方
法をとります。 

４．利害関係人との取引禁止 
管理会社は、当ファンドの計算または名義をもって、(a)管理会社、(b)その関係会社、(c)管理会社もしくはその関係会社
の役員、または(d)それらの主要株主（自己または他人名義 (ノミニー名義を含みます。）をもって当該企業の発行済株式
数の10％以上の株式を所有する株主をいいます。）との間で、有価証券の売買、貸借または金銭の貸借を行ってはなりませ
ん。ただし、当該取引が当ファンドを構成する信託証書に謳われている制限の範囲内で、かつ公認の証券市場もしくは金
融市場における(ⅰ)公に入手可能な相場に基づき決定された価格、または(ⅱ)競争価格もしくは金利による場合は、この
限りではありません。 

５．集中投資の制限 
管理会社が複数の証券投資信託またはミューチュアル・ファンドを管理運用する場合、それらの全体で一つの会社の議決
権付発行済株式数の50％を超えて当該会社の株式に投資してはなりません（上記の百分率の計算は買付時点基準または時
価基準のいずれでもよいこととします。）。 

６．株式投資の制限 
当ファンドの株式に対する投資は、当ファンドの純資産総額の10％を超えてはなりません。 
株式投資の制限は、当ファンドによる国内の金融商品取引所に上場しているJ-REITおよびJ-REITへ投資するETFへの投資に
ついては適用されません。 

分配方針 管理会社はその裁量で当ファンドが受領したか、または受領すべき利息および配当金等の純収益の中から、また適正な分配金
の水準を維持するために必要であると判断される場合は、実現・未実現キャピタルゲインおよびキャピタルから、分配金の支
払を決定することができます。当ファンドの分配金の額は、管理会社がその裁量により決定します。ただし、収益源物件およ
びJ-REIT等からの収益がなかった場合等には、分配されないこともあります。 
上記は、将来の分配金の支払およびその金額について保証するものではありません。 

 
管理会社  代行協会員 
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１ 運用の経過等 

(1) 当期の運用の経過および今後の運用方針 
 
１万口当たり純資産価格等の推移について 

 

円クラス受益証券 

 

   

第18期末の受益証券 
１万口当たり純資産価格： 

5,511円 

第19期末の受益証券 
１万口当たり純資産価格： 

7,045円 
（１万口当たり分配金合計： 

120円） 

騰落率： 

30.13％ 

 

 

 

 
 

ブラジルレアルクラス受益証券 

 

   

第18期末の受益証券 
１万口当たり純資産価格： 

6,832円 

第19期末の受益証券 
１万口当たり純資産価格： 

10,449円 
（１万口当たり分配金合計： 

840円） 

騰落率： 

68.48％ 
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豪ドルクラス受益証券 

 

   

第18期末の受益証券 
１万口当たり純資産価格： 

25,259円 

第19期末の受益証券 
１万口当たり純資産価格： 

38,405円 
（１万口当たり分配金合計： 

900円） 

騰落率： 

56.18％ 

 

（注１） １万口当たり純資産価格および純資産総額は、募集目論見書に従って計算されており、財務諸表中の数値（報酬およ

びその他費用がその発生時に費やされるものとして作成されることがあり、また、金融資産評価勘定について公正価

値を調整した数値が表示される）と異なることがあります。以下同じです。 

（注２） 分配金再投資１万口当たり純資産価格は、税引前の分配金を分配金確定時にファンドへ再投資したとみなして算出し

たもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 

（注３） 分配金再投資１万口当たり純資産価格は、第18期末（2021年８月末日）の受益証券１万口当たり純資産価格を起点と

して計算しています。 

（注４）騰落率は、第18期末（2021年８月末日）の受益証券１万口当たり純資産価格を起点として計算しています。 

（注５）ファンドの購入価額により課税条件は異なりますので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注６）ファンドにベンチマークは設定されていません。 

 

１万口当たり純資産価格の主な変動要因 

 当期間の純資産価格が上昇した主な要因といたしましては、投資しておりました収益源物件の一つである「ト

レディカーサ恵比寿（以下「本物件」といいます。）」を2021年11月に売却したことによるものです。本物件の

2021年10月末の不動産鑑定評価額3,280百万円に対し、11月末時点での評価額（物件の売却価額から成功報酬等

を引いた額）が、約4,775百万円となったことにより、すべてのクラスの１万口あたり純資産価格上昇に大きく

寄与いたしました。 
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分配金について 

 
当期（2021年９月１日～2022年８月末日）の１万口当たり分配金（税引き前）はそれぞれ下表のとおりです。な

お、下表の「分配金を含む１万口当たり純資産価格の変動額」は、当該分配金確定時における１万口当たり分配

金額と比較する目的で、便宜上算出しているものです。 

 

円クラス受益証券 
（金額：円） 

分配落日 
１万口当たり 

純資産価格（注１） 

１万口当たり分配金額 

(対１万口当たり純資産価格比率）（注２） 

分配金を含む１万口当たり 

純資産価格の変動額（注３） 

2021/９/30 5,526 
10 

（0.18％） 
25 

2021/10/29 5,547 
10 

（0.18％） 
31 

2021/11/30 7,097 
10 

（0.14％） 
1,560 

2021/12/30 7,050 
10 

（0.14％） 
-37 

2022/１/31 7,023 
10 

（0.14％） 
-17 

2022/２/28 7,023 
10 

（0.14％） 
10 

2022/３/31 7,040 
10 

（0.14％） 
27 

2022/４/28 7,041 
10 

（0.14％） 
11 

2022/５/31 7,048 
10 

（0.14％） 
17 

2022/６/30 7,042 
10 

（0.14％） 
4 

2022/７/29 7,056 
10 

（0.14％） 
24 

2022/８/31 7,045 
10 

（0.14％） 
-1 
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ブラジルレアルクラス受益証券 
（金額：円） 

分配落日 
１万口当たり 

純資産価格（注１） 

１万口当たり分配金額 

(対１万口当たり純資産価格比率）（注２） 

分配金を含む１万口当たり 

純資産価格の変動額（注３） 

2021/９/30 6,513 
70 

（1.06％） 
-249 

2021/10/29 6,429 
70 

（1.08％） 
-14 

2021/11/30 8,174 
70 

（0.85％） 
1,815 

2021/12/30 7,926 
70 

（0.88％） 
-178 

2022/１/31 8,301 
70 

（0.84％） 
445 

2022/２/28 8,541 
70 

（0.81％） 
310 

2022/３/31 9,792 
70 

（0.71％） 
1,321 

2022/４/28 10,027 
70 

（0.69％） 
305 

2022/５/31 10,468 
70 

（0.66％） 
511 

2022/６/30 10,039 
70 

（0.69％） 
-359 

2022/７/29 9,990 
70 

（0.70％） 
21 

2022/８/31 10,449 
70 

（0.67％） 
529 
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豪ドルクラス受益証券 
（金額：円） 

分配落日 
１万口当たり 

純資産価格（注１） 

１万口当たり分配金額 

(対１万口当たり純資産価格比率）（注２） 

分配金を含む１万口当たり 

純資産価格の変動額（注３） 

2021/９/30 25,397 
75 

（0.29％） 
213 

2021/10/29 27,070 
75 

（0.28％） 
1,748 

2021/11/30 32,561 
75 

（0.23％） 
5,566 

2021/12/30 33,600 
75 

（0.22％） 
1,114 

2022/１/31 32,507 
75 

（0.23％） 
-1,018 

2022/２/28 33,451 
75 

（0.22％） 
1,019 

2022/３/31 36,536 
75 

（0.20％） 
3,160 

2022/４/28 37,110 
75 

（0.20％） 
649 

2022/５/31 37,029 
75 

（0.20％） 
-6 

2022/６/30 37,597 
75 

（0.20％） 
643 

2022/７/29 37,641 
75 

（0.20％） 
119 

2022/８/31 38,405 
75 

（0.19％） 
839 

 

（注１） 

 

2021年９月30日の直前の分配金確定時（2021年８月31日）における受益証券１万口当たり純資産価格は、円クラス

受益証券は5,511円、ブラジルレアルクラス受益証券は6,832円、豪ドルクラス受益証券は25,259円でした。 

（注２） 

 

 

 

 

｢対１万口当たり純資産価格比率」とは、以下の計算式により算出される値であり、ファンドの収益率とは異なる

点にご留意ください。 

対１万口当たり純資産価格比率（％）＝100×ａ／ｂ 

ａ＝当該分配金確定時における１万口当たり分配金額 

ｂ＝当該分配金確定時における１万口当たり純資産価格＋当該分配金確定時における１万口当たり分配金額 

（注３） 

 

 

 

｢分配金を含む１万口当たり純資産価格の変動額」とは、以下の計算式により算出されます。 

分配金を含む１万口当たり純資産価格の変動額＝ｂ－ｃ 

ｂ＝当該分配金確定時における１万口当たり純資産価格＋当該分配金確定時における１万口当たり分配金額 

ｃ＝当該分配金確定時の直前の分配金確定時における受益証券１万口当たり純資産価格 
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投資環境について 

 
国土交通省が2022年３月23日に発表した「公示地価（2022年１月１日時点）」によると、商業・工業・住宅の全

国全用途平均は前年比プラス0.6％となり、２年ぶりに上昇に転じました。感染症の感染拡大で６年ぶりに下落

した前年と比べて影響は幾分かやわらぎ、経済活動の回復に向けた期待感から地価も持ち直す動きが目立ちまし

た。用途別にみると住宅地（全国）はプラス0.5％となり、上昇に転じた都道府県も前年の８道県から20都道府

県に増えました。 

不動産経済研究所が2022年10月20日に発表した「2022年４月～９月の首都圏新築マンション市場動向調査」によ

ると、首都圏（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）の新築マンションの供給戸数は前年同期比マイナス4.2％

の12,271戸、平均価格は同マイナス5.5％の6,333万円と昨年同期の最高値に次ぐ過去２番目の価格となり、消費

者の購入割合を示す契約率も好不調の目安となる70％を下回る67.7％でした。好立地で高額物件の人気は強いも

のの、資材費高騰などの先行き不透明感で新規供給は伸び悩みました。また、三鬼商事が2022年９月８日に発表

したオフィスマーケットの８月の月次報告によると2022年８月時点の東京都心５区（千代田区、中央区、港区、

新宿区、渋谷区）の平均空室率は6.49％（前月比プラス0.12ポイント）と２カ月ぶりに上昇しました。空室率は

供給過剰の目安となる５％を19カ月連続で上回っており、2021年６月以降は６％台前半で小幅な上下を繰り返し

ています。 

当期間の東証REIT指数は2,134.1ポイント（2021/９/１）から2,033.71ポイント（2022/８/31）へと軟調な推移

となりました。 

不動産市場は感染症の影響を大きく受けておりましたが、以上のことを背景に徐々に感染症発生前の状況に戻り

つつあるようです。今後は世界各国の利上げやロシアのウクライナ侵攻等による世界経済の不透明感、原材料高

や円安等が不動産市場に与える影響を注視していく必要があるかと考えられます。 

 

ポートフォリオについて 

 
当期末時点での組入れ収益源物件は、東京都心にポートフォリオの100％を保有しており、保有不動産種別は、

住宅が88.4％、オフィスが11.6％となっております。また加重平均面積稼働率は94.1％と高稼働率を維持してい

ることから、安定したキャッシュフローの継続も見込まれると考えております。 

 

投資の対象とする有価証券の主な銘柄 

 
当期末現在における有価証券の主な銘柄については、後記「４ ファンドの経理状況 (3) 投資有価証券明細

表等」をご参照ください。 

 

今後の運用方針 

 
本ファンドのお申込み・買戻しの状況やキャッシュポジション等を勘案し、組入れ収益源物件の売買の機会を捉

えポートフォリオの適正化を図り、流動性を考慮しつつ安定的な収益の確保を目的として上場J-REITを継続的に

運用すると共に、投資家の皆様に安定的な分配が継続できるよう管理・運用にあたる所存です。 
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(2) 費用の明細 
 

項目 項目の概要 
 

管理報酬 
 
当ファンド資産の運用・管理業務 

 
円クラス受益証券、ブラジルレアルクラス受益証
券および豪ドルクラス受益証券に帰属する純資産
総額に対し年率0.3％（毎月後払い） 

 
受託報酬 

 
当ファンドの受託業務 

 
当ファンドの純資産総額に対し年率0.03％（毎月
後払い、年間最低10,000米ドル） 
さらに、受託会社は、通常の基準による取引手数
料の支払を受けます。 

 
保管および管理 
事務代行報酬 

 
保管業務、管理事務代行業務、登録・名義書換事
務代行業務および通貨管理業務 

 
当ファンドの純資産総額に対し年率0.07％（毎月
後払い、年間最低9,200米ドル） 
さらに、保管会社兼管理事務代行会社は、通常の
基準による取引手数料の支払を受けます。また、
当ファンドの登録代行会社として毎月後払いで年
間3,000米ドルの報酬を課します。 
副保管会社の任命に関する費用・経費および当該
副保管会社が負担する経費は、すべて当ファンド
の信託財産より支払われます。 

 
代行協会員報酬 

 
１万口当たり純資産価格の公表、日本の法令・規
則で要求される書類の提出・配布等の業務 
 

 
円クラス受益証券、ブラジルレアルクラス受益証
券および豪ドルクラス受益証券に帰属する純資産
総額に対し年率0.20％（毎月後払い） 

 
販売報酬 

 

 
口座内での当ファンドの事務手続き、運用報告書
等各種書類の送付、購入後の情報提供等 
 

 
円クラス受益証券、ブラジルレアルクラス受益証
券および豪ドルクラス受益証券に帰属する純資産
総額に対し年率0.50％（毎月後払い） 
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項目 項目の概要 
 

その他の費用・ 
手数料（当期） 

 

 
0.31％ 
 

 
受託会社は、下記に掲げたものを含む当ファンド
自身の直接の運営費用を当ファンドの信託財産か
ら支払います。 
－当ファンドの資産および収益に課されるすべて
の公租公課 

－当ファンドの組入証券に関して取引上支払うべ
き通常の銀行取引手数料（かかる手数料は取得
価額に含まれ、また売却価額からは差し引かれ
ます。） 

－券面印刷費、信託証書および当ファンドに関す
るその他一切の書類（FCファンドまたはFCファ
ンドの受益証券の募集に関し管轄権を有する当
局（各国の証券業協会を含みます。）に提出すべ
きまたは日本の投資家に配布すべき有価証券届
出書および目論見書を含みます。）を作成し、提
出し、印刷する費用 

－上述の当局の所管する適用法令のもとで要求さ
れる年次報告書、半期報告書およびその他の報
告書または書類を、受益者および実質上の受益
者の利益のために必要とされる言語で作成しか
つ配布する費用 

－受益者および実質上の受益者に対する通知・公
告の作成費用および交付費用 

－合理的な額の弁護士費用、監査費用および会計
士費用 

－受益証券のマーケティング費用（広告費用を含
みます。） 

このほかにも、社債発行者たる本件社債発行会
社、匿名組合の営業者およびジェネラル・パート
ナーのそれぞれにおいて、各種報酬および費用 
(営業者報酬、ジェネラル・パートナー報酬、信託
報酬、事務管理報酬、アセットマネジメントフィ
ー、プロパティーマネジメントフィー、物件管理
費用、リーシング費用、監査報酬、ノンリコース
レンダーフィー、建物診断費用、不動産鑑定費 
用、耐震診断費用、弁護士報酬など）が発生しま
す。 
上記のその他の費用・手数料については、運用状
況等により変動するものであり、事前に料率、上
限等を表示することができません。 

（注）各報酬については、目論見書に定められている料率および金額を記載しています。「その他の費用・手数料（当期）」に

は、運用状況等により変動するものや実費となる費用が含まれます。便宜上、当期のその他の費用・手数料等の金額を

ファンドの当期末の純資産総額で除して100を乗じた比率を表示していますが、実際の比率とは異なります。 
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２ 直近10期の運用実績 

(1) 純資産の推移 

 下記各会計年度末および第19会計年度中における各月末の純資産の推移は次のとおりです。 
 

 
純資産総額（円） 

 
受益証券 
の種類 

受益証券の純資産価格 
（円） 

第10会計年度末 
（2013年８月31日） 

5,689,376,618 

円クラス 0.2355 

BRLクラス 0.8366 

AUDクラス 1.1533 

第11会計年度末 
（2014年８月31日） 

6,385,098,815 

円クラス 0.2698 

BRLクラス 1.0405 

AUDクラス 1.4980 

第12会計年度末 
（2015年８月31日） 

6,276,176,178 

円クラス 0.3099 

BRLクラス 0.8543 

AUDクラス 1.5397 

第13会計年度末 
（2016年８月31日） 

5,929,991,553 

円クラス 0.3361 

BRLクラス 0.8785 

AUDクラス 1.5187 

第14会計年度末 
（2017年８月31日） 

5,614,549,268 

円クラス 0.3466 

BRLクラス 0.9609 

AUDクラス 1.7642 

第15会計年度末 
（2018年８月31日） 

5,157,785,199 

円クラス 0.3556 

BRLクラス 0.7063 

AUDクラス 1.6709 

第16会計年度末 
（2019年８月31日） 

4,801,046,394 

円クラス 0.3703 

BRLクラス 0.6479 

AUDクラス 1.5503 

第17会計年度末 
（2020年８月31日） 

5,409,030,293 

円クラス 0.5126 

BRLクラス 0.6233 

AUDクラス 2.3258 

第18会計年度末 
（2021年８月31日） 

5,511,086,386 

円クラス 0.5511 

BRLクラス 0.6832 

AUDクラス 2.5259 

第19会計年度末 
（2022年８月31日） 

6,185,342,922 

円クラス 0.7045 

BRLクラス 1.0449 

AUDクラス 3.8405 

2021年９月末日 5,496,393,673 

円クラス 0.5526 

BRLクラス 0.6513 

AUDクラス 2.5397 

10月末日 5,491,901,434 

円クラス 0.5547 

BRLクラス 0.6429 

AUDクラス 2.7070 
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純資産総額（円） 
 

受益証券 
の種類 

受益証券の純資産価格 
（円） 

11月末日 6,999,684,094 

円クラス 0.7097 

BRLクラス 0.8174 

AUDクラス 3.2561 

12月末日 6,905,743,064 

円クラス 0.7050 

BRLクラス 0.7926 

AUDクラス 3.3600 

2022年１月末日 6,838,222,511 

円クラス 0.7023 

BRLクラス 0.8301 

AUDクラス 3.2507 

２月末日 6,141,999,188 

円クラス 0.7023 

BRLクラス 0.8541 

AUDクラス 3.3451 

３月末日 6,137,690,605 

円クラス 0.7040 

BRLクラス 0.9792 

AUDクラス 3.6536 

４月末日 6,349,569,150 

円クラス 0.7041 

BRLクラス 1.0027 

AUDクラス 3.7110 

５月末日 6,340,500,997 

円クラス 0.7048 

BRLクラス 1.0468 

AUDクラス 3.7029 

６月末日 6,254,873,444 

円クラス 0.7042 

BRLクラス 1.0039 

AUDクラス 3.7597 

７月末日 6,242,930,301 

円クラス 0.7056 

BRLクラス 0.9990 

AUDクラス 3.7641 

８月末日 6,185,342,922 

円クラス 0.7045 

BRLクラス 1.0449 

AUDクラス 3.8405 
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(2) 分配の推移 

（円クラス受益証券） 

 １口当たり分配金（円） 

第10会計年度  

（2012年９月１日－2013年８月31日） 0.012 

第11会計年度  

（2013年９月１日－2014年８月31日） 0.012 

第12会計年度  

（2014年９月１日－2015年８月31日） 0.012 

第13会計年度  

（2015年９月１日－2016年８月31日） 0.012 

第14会計年度  

（2016年９月１日－2017年８月31日） 0.012 

第15会計年度  

（2017年９月１日－2018年８月31日） 0.012 

第16会計年度  

（2018年９月１日－2019年８月31日） 0.012 

第17会計年度  

（2019年９月１日－2020年８月31日） 0.012 

第18会計年度  

（2020年９月１日－2021年８月31日） 0.012 

第19会計年度  

（2021年９月１日－2022年８月31日） 0.012 

2022年１月 0.001 

2022年２月 0.001 

2022年３月 0.001 

2022年４月 0.001 

2022年５月 0.001 

2022年６月 0.001 

2022年７月 0.001 

2022年８月 0.001 

2022年９月 0.001 

2022年10月 0.001 

2022年11月 0.001 

2022年12月 0.001 
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（ブラジルレアルクラス受益証券） 

 １口当たり分配金（円） 

第10会計年度  

（2012年９月１日－2013年８月31日） 0.156 

第11会計年度  

（2013年９月１日－2014年８月31日） 0.156 

第12会計年度  

（2014年９月１日－2015年８月31日） 0.156 

第13会計年度  

（2015年９月１日－2016年８月31日） 0.156 

第14会計年度  

（2016年９月１日－2017年８月31日） 0.156 

第15会計年度  

（2017年９月１日－2018年８月31日） 0.138 

第16会計年度  

（2018年９月１日－2019年８月31日） 0.120 

第17会計年度  

（2019年９月１日－2020年８月31日） 0.111 

第18会計年度  

（2020年９月１日－2021年８月31日） 0.084 

第19会計年度  

（2021年９月１日－2022年８月31日） 0.084 

2022年１月 0.007 

2022年２月 0.007 

2022年３月 0.007 

2022年４月 0.007 

2022年５月 0.007 

2022年６月 0.007 

2022年７月 0.007 

2022年８月 0.007 

2022年９月 0.007 

2022年10月 0.007 

2022年11月 0.007 

2022年12月 0.007 
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（豪ドルクラス受益証券） 

 １口当たり分配金（円） 

第10会計年度  

（2012年９月１日－2013年８月31日） 0.072 

第11会計年度  

（2013年９月１日－2014年８月31日） 0.072 

第12会計年度  

（2014年９月１日－2015年８月31日） 0.0825 

第13会計年度  

（2015年９月１日－2016年８月31日） 0.0900 

第14会計年度  

（2016年９月１日－2017年８月31日） 0.0900 

第15会計年度  

（2017年９月１日－2018年８月31日） 0.0900 

第16会計年度  

（2018年９月１日－2019年８月31日） 0.0900 

第17会計年度  

（2019年９月１日－2020年８月31日） 0.0900 

第18会計年度  

（2020年９月１日－2021年８月31日） 0.0900 

第19会計年度  

（2021年９月１日－2022年８月31日） 0.0900 

2022年１月 0.0075 

2022年２月 0.0075 

2022年３月 0.0075 

2022年４月 0.0075 

2022年５月 0.0075 

2022年６月 0.0075 

2022年７月 0.0075 

2022年８月 0.0075 

2022年９月 0.0075 

2022年10月 0.0075 

2022年11月 0.0075 

2022年12月 0.0075 
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(3) 販売及び買戻しの実績 

下記会計年度における販売および買戻しの実績ならびに下記会計年度末現在の発行済口数は次の通りです。 

（円クラス受益証券） 

 販売口数 買戻口数 発行済口数 

第10会計年度 
（2012年９月１日－2013年８月31日） 

173,900,000 
(173,900,000) 

2,002,820,000 
(2,002,820,000) 

16,119,420,000 
(16,119,420,000) 

第11会計年度 
（2013年９月１日－2014年８月31日） 

494,000,000 
(494,000,000) 

1,704,840,000 
(1,704,840,000) 

14,908,580,000 
(14,908,580,000) 

第12会計年度 
（2014年９月１日－2015年８月31日） 

0 
(0) 

1,618,508,000 
(1,618,508,000) 

13,290,072,000 
(13,290,072,000) 

第13会計年度 
（2015年９月１日－2016年８月31日） 

287,530,620 
(287,530,620) 

2,491,502,372 
(2,491,502,372) 

11,086,100,248 
(11,086,100,248) 

第14会計年度 
（2016年９月１日－2017年８月31日） 

31,381,190 
(31,381,190) 

1,281,363,000 
(1,281,363,000) 

9,836,118,438 
(9,836,118,438) 

第15会計年度 
（2017年９月１日－2018年８月31日） 

1,120,000 
(1,120,000) 

1,192,120,000 
(1,192,120,000) 

8,645,118,438 
(8,645,118,438) 

第16会計年度 
（2018年９月１日－2019年８月31日） 

20,000 
(20,000) 

1,291,208,438 
(1,291,208,438) 

7,353,930,000 
(7,353,930,000) 

第17会計年度 
（2019年９月１日－2020年８月31日） 

0 
（0） 

1,329,170,000 
（1,329,170,000） 

6,024,760,000 
（6,024,760,000） 

第18会計年度 
（2020年９月１日－2021年８月31日） 

0 
(0) 

448,263,334 
(448,263,334) 

5,576,496,666 
(5,576,496,666) 

第19会計年度 
（2021年９月１日－2022年８月31日） 

0 
(0) 

712,742,474 
(712,742,474) 

4,863,754,192 
(4,863,754,192) 

（注）（ ）の内の数は本邦内における販売・買戻しおよび発行済口数です。 
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（ブラジルレアルクラス受益証券） 

 販売口数 買戻口数 発行済口数 
第10会計年度 

（2012年９月１日－2013年８月31日） 
65,018,007 
(65,018,007) 

31,021,397 
(31,021,397) 

635,104,055 
(635,104,055) 

第11会計年度 
（2013年９月１日－2014年８月31日） 

19,685,561 
(19,685,561) 

71,678,952 
(71,678,952) 

583,110,664 
(583,110,664) 

第12会計年度 
（2014年９月１日－2015年８月31日） 

645,270 
(645,270) 

71,098,745 
(71,098,745) 

512,657,189 
(512,657,189) 

第13会計年度 
（2015年９月１日－2016年８月31日） 

0 
(0) 

63,979,627 
(63,979,627) 

448,677,562 
(448,677,562) 

第14会計年度 
（2016年９月１日－2017年８月31日） 

100,000 
(100,000) 

61,096,882 
(61,096,882) 

387,680,680 
(387,680,680) 

第15会計年度 
（2017年９月１日－2018年８月31日） 

0 
(0) 

61,341,945 
(61,341,945) 

326,338,735 
(326,338,735) 

第16会計年度 
（2018年９月１日－2019年８月31日） 

10,000,000 
(10,000,000) 

43,495,612 
(43,495,612) 

292,843,123 
(292,843,123) 

第17会計年度 
（2019年９月１日－2020年８月31日） 

0 
（0） 

34,147,636 
（34,147,636） 

258,695,487 
（258,695,487） 

第18会計年度 
（2020年９月１日－2021年８月31日） 

0 
(0) 

14,794,901 
(14,794,901) 

243,900,586 
(243,900,586) 

第19会計年度 
（2021年９月１日－2022年８月31日） 

0 
(0) 

22,780,584 
(22,780,584) 

221,120,002 
(221,120,002) 

（注）（ ）内の数は本邦内における販売・買戻しおよび発行済口数です。 

 
（豪ドルクラス受益証券） 

 販売口数 買戻口数 発行済口数 
第10会計年度 

（2012年９月１日－2013年８月31日） 
1,285,577 
(1,285,577) 

13,031,674 
(13,031,674) 

69,050,404 
(69,050,404) 

第11会計年度 
（2013年９月１日－2014年８月31日） 

582,358 
(582,358) 

3,446,521 
(3,446,521) 

66,186,241 
(66,186,241) 

第12会計年度 
（2014年９月１日－2015年８月31日） 

0 
(0) 

24,770,071 
(24,770,071) 

41,416,170 
(41,416,170) 

第13会計年度 
（2015年９月１日－2016年８月31日） 

0 
(0) 

5,730,894 
(5,730,894) 

35,685,276 
(35,685,276) 

第14会計年度 
（2016年９月１日－2017年８月31日） 

0 
(0) 

9,434,194 
(9,434,194) 

26,251,082 
(26,251,082) 

第15会計年度 
（2017年９月１日－2018年８月31日） 

0 
(0) 

1,022,984 
(1,022,984) 

25,228,098 
(25,228,098) 

第16会計年度 
（2018年９月１日－2019年８月31日） 

0 
(0) 

4,152,475 
(4,152,475) 

21,075,623 
(21,075,623) 

第17会計年度 
（2019年９月１日－2020年８月31日） 

0 
（0） 

9,999,185 
（9,999,185） 

11,076,438 
（11,076,438） 

第18会計年度 
（2020年９月１日－2021年８月31日） 

0 
(0) 

1,909,336 
(1,909,336) 

9,167,102 
(9,167,102) 

第19会計年度 
（2021年９月１日－2022年８月31日） 

0 
(0) 

673,309 
(673,309) 

8,493,793 
(8,493,793) 

（注）（ ）内の数は本邦内における販売・買戻しおよび発行済口数です。 
 



010_3959053712303.doc 

― 16 ― 

３ 純資産額計算書 

（2022年８月末日現在） 

Ⅰ.   資産総額 6,517,199,996円 

Ⅱ.   負債総額 331,857,074円 

Ⅲ.   純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 6,185,342,922円 

Ⅲ-１. 純資産総額（円クラス受益証券） 3,426,753,207円 

Ⅲ-２. 純資産総額（ブラジルレアルクラス受益証券） 231,054,753円 

Ⅲ-３. 純資産総額（豪ドルクラス受益証券） 32,620,067円 

Ⅲ-４. 純資産総額（クラスB受益証券） ― 

Ⅲ-５. 純資産総額（クラスC受益証券） 2,494,914,895円 

Ⅳ-１. 発行済口数（円クラス受益証券） 4,863,754,192口 

Ⅳ-２. 発行済口数（ブラジルレアルクラス受益証券） 221,120,002口 

Ⅳ-３. 発行済口数（豪ドルクラス受益証券） 8,493,793口 

Ⅳ-４. 発行済口数（クラスB受益証券） ― 

Ⅳ-５. 発行済口数（クラスC受益証券） 249,540口 

Ⅴ-１. 純資産価格（Ⅲ-１／Ⅳ-１）円クラス受益証券 0.7045円 

Ⅴ-２. 純資産価格（Ⅲ-２／Ⅳ-２）ブラジルレアルクラス受益証券 1.0449円 

Ⅴ-３. 純資産価格（Ⅲ-３／Ⅳ-３）豪ドルクラス受益証券 3.8405円 

Ⅴ-４. 純資産価格（Ⅲ-４／Ⅳ-４）クラスB受益証券 ― 

Ⅴ-５. 純資産価格（Ⅲ-５／Ⅳ-５）クラスC受益証券 9,998円 

 



４ ファンドの経理状況 

FCファンド－レジット不動産証券投資信託 

 

(1) 当ファンドの邦文の財務諸表は、日本において一般に公正妥当と認められる会計原則に準拠して

作成された原文の財務書類を管理会社が翻訳したものです。これは「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則」第131条第５項ただし書の規定の適用によるものです。 

また、財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。 

 

(2) 当ファンドの第19期計算期間(2021年９月１日から2022年８月31日まで)の原文の財務諸表は、外

国監査法人等(公認会計士法(昭和23年法律第103号)第１条の３第７項に規定する外国監査法人等

をいいます。)であるBDOから監査証明に相当すると認められる証明を受けており、当該監査証明

に相当すると認められる証明に係る監査報告書に相当するもの(訳文を含みます。)が当該財務書

類に添付されています。 
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独立監査人の監査報告書 

 

FCファンド－レジット不動産証券投資信託の受託会社及び管理会社 御中 

 

監査意見 

当監査法人は、FCファンド－レジット不動産証券投資信託の2022年8月31日現在の貸借対照表、

2021年9月1日から2022年8月31日までの計算期間の損益及び剰余金計算書、2022年8月31日現在及び

2021年9月1日から2022年8月31日までの注記表並びに附属明細表（これらは全て円で表示されてい

る）について監査を行った。 

当監査法人は、上記の財務諸表が、日本における一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に

準拠してFCファンド－レジット不動産証券投資信託の2022年8月31日現在の信託財産の状態及び2021

年9月1日から2022年8月31日までの計算期間の損益の状況をすべての重要な点において適正に表示し

ているものと認める。 

 

監査意見の根拠 

当監査法人は、日本における一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。

監査の基準における当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されてい

る。当監査法人は、日本における職業倫理に関する規定に従って、ファンド及びファンドの管理会

社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、

意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。 

 

強調事項 

 注記表の「重要な後発事象に関する注記」に記載されているとおり、当ファンドは資産の譲渡を

行っている。 

 当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。 

 

その他の記載内容 

 その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、財務諸表及びその監査報告書以外

の情報から構成される。その他の記載内容は、この監査報告書の日付より後に当監査法人に提供さ

れることが予定されている。ファンドの管理会社の責任は、その他の記載内容を作成し開示するこ

とにある。 

当監査法人の財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査

法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。 
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財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、

その他の記載内容と財務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるか

どうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候が

あるかどうか注意を払うことにある。 

有価証券報告書を通読し、重要な誤りがあると判断した場合、当監査法人は、当該事項を報告す

ることが求められている。 

 

財務諸表に対するファンドの管理会社の責任 

ファンドの管理会社の責任は、日本における一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠

して財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示

のない財務諸表を作成し適正に表示するためにファンドの管理会社が必要であると判断した内部統

制を整備及び運用することが含まれる。 

財務諸表を作成するに当たり、ファンドの管理会社は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成

することが適切であるかどうかを評価し、日本における一般に公正妥当と認められる企業会計の基

準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。 

 

財務諸表監査における監査人の責任 

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬によ

る重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場か

ら財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性

があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれ

る場合に、重要性があると判断される。 

監査人は、日本における一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。 

・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに

対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、

意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。 

・財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人

は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する

内部統制を検討する。 

・ファンドの管理会社が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びにファンドの管理会社

によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。 

― 19 ― 



・ファンドの管理会社が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、ま

た、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に

関して重要な不確実性が認められるかどうかを結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合には、監査報告書において財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外事項付意見

を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づ

いているが、将来の事象や状況により、ファンドは継続企業として存続できなくなる可能性がある。 

・財務諸表の表示及び注記事項が、日本における一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準

拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに

財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。 

 監査人は、ファンドの管理会社に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程

で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められてい

るその他の事項について報告を行う。 

 

 

 

 

 

BDO 

 

2022年12月20日 
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(1) 貸借対照表 

FCファンド－レジット不動産証券投資信託 

(単位：円) 

 
第18期 

2021年８月31日現在 
第19期 

2022年８月31日現在 

資産の部 

流動資産 

預金 102,123,639 239,448,282 

リミテッド・パートナーシップに対する投資 393,280,397 293,429,461 

社債券 5,144,211,654 5,719,933,834 

派生商品評価勘定 6,945,817 － 

未収利息 115,079 104,057 

流動資産合計 5,646,676,586 6,252,915,634 

資産合計 5,646,676,586 6,252,915,634 

負債の部 

流動負債 

派生商品評価勘定 － 238,751 

未払収益分配金 114,359,258 47,898,937 

未払受託者報酬 1,974,752 1,557,068 

未払管理者報酬 1,212,831 1,328,257 

未払販売者報酬 1,367,506 1,040,368 

未払監査報酬 9,900,260 10,147,500 

その他未払費用 6,775,593 5,361,826 

流動負債合計 135,590,200 67,572,707 

負債合計 135,590,200 67,572,707 

純資産の部 

元本等 

元本 ＊１ 8,077,604,354 ＊１ 7,588,767,987 

剰余金 

期末剰余金又は期末欠損金(△) ＊２ △2,566,517,968 ＊２ △1,403,425,060 

元本等合計 5,511,086,386 6,185,342,927 

純資産合計 5,511,086,386 6,185,342,927 

負債純資産合計 5,646,676,586 6,252,915,634 
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(2) 損益計算書 

損益及び剰余金計算書 

(単位：円) 

 

第18期 
自 2020年９月１日 
至 2021年８月31日 

第19期 
自 2021年９月１日 
至 2022年８月31日 

営業収益 

受取利息 1,595,573 1,328,769 

有価証券売買等損益 595,134,332 1,712,871,244 

派生商品取引等損益 20,966,774 62,791,519 

営業収益合計 617,696,679 1,776,991,532 

営業費用 

受託者報酬 5,509,082 6,945,927 

管理者報酬 14,002,008 16,075,761 

販売者報酬 16,111,664 18,349,909 

監査報酬 9,900,260 10,147,240 

その他費用 ＊１ 15,990,304 ＊１ 16,579,547 

営業費用合計 61,513,318 68,098,384 

営業利益 556,183,361 1,708,893,148 

経常利益 556,183,361 1,708,893,148 

当期純利益 556,183,361 1,708,893,148 

一部解約に伴う当期純利益金額の分配額 8,819,605 94,368,059 

期首剰余金又は期首欠損金(△) △3,019,271,634 △2,566,517,968 

剰余金増加額又は欠損金減少額 224,886,289 334,853,188 

当期追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減少額 3,360,900 8,713,350 

当期一部解約に伴う剰余金増加額又は欠損金減少額 221,525,389 326,139,838 

分配金 ＊２ 319,496,379 ＊２ 786,285,369 

期末剰余金又は期末欠損金(△) △2,566,517,968 △1,403,425,060 
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注記表 

(重要な会計方針に係る事項に関する注記) 

 

１．会計基準 当ファンドの財務諸表は、日本の会計基準に準拠して作成しております。 

２．有価証券の評価基準及び

評価方法 

社債券 

社債券の評価は、日本の不動産に投資している匿名組合の損益および評価に基づ

いた公正な評価額により評価しております。 

 

リミテッド・パートナーシップに対する投資 

リミテッド・パートナーシップに対する投資の評価は、投資しているJ-REIT及び

ETFの損益および評価に基づいた公正な評価額により評価しております。 

３．派生商品等の評価基準及

び評価方法 

為替予約取引・直物為替先渡取引 

時価で評価しております。 

４．外貨建取引等の処理基準 外貨建取引は、取引日の為替相場により換算しております。外貨建金銭債権債務

は、決算日の為替相場により換算し、換算差額は、当期損益に計上しておりま

す。 

 

(重要な会計上の見積りに関する注記) 

会計上の見積りについて、翌計算期間の財務諸表に重要な影響を及ぼすリスクがある項目を認識

していないため、注記を省略しております。 

 

(貸借対照表に関する注記) 

 

項目 
第18期 

2021年８月31日 
第19期 

2022年８月31日 

＊１ 

期首元本額 8,428,301,925円 8,077,604,354円 

期中追加設定元本額 186,000,000円 249,900,000円 

期中一部解約元本額 536,697,571円 738,736,367円 

期末元本の内訳 

円クラス受益証券 5,576,496,666円 4,863,754,192円 

クラスB受益証券 －円 －円 

クラスC受益証券 2,248,040,000円 2,495,400,000円 

ブラジルレアルクラス受益証
券 

243,900,586円 221,120,002円 

オーストラリアドルクラス受
益証券 

9,167,102円 8,493,793円 

期末元本額合計 8,077,604,354円 7,588,767,987円 

＊２ 元本の欠損 
  

純資産額は、元本を下回っておりま
す。 

純資産額は、元本を下回っておりま
す。 

2,566,517,968円 1,403,425,060円 

計算期間末日における受益権
の総数 

5,829,789,158口 5,093,617,527口 
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(損益及び剰余金計算書に関する注記) 

 

項目 
第18期 

自 2020年９月１日 
至 2021年８月31日 

第19期 
自 2021年９月１日 
至 2022年８月31日 

＊１ その他費用 主に代行協会員報酬、評価報酬及び継

続開示関連費用であります。 

主に代行協会員報酬、評価報酬及び継

続開示関連費用であります。 

＊２ 分配金の計算過程 ファンドは原則として不動産収益およ

びJ-REIT等の不動産関連有価証券から

の収益から費用を差し引いた額を毎月

分配しております。 

 

円クラス受益証券 

(単位：円) 

計算月 金額 
１口 

当たり 
金額 

2020年９月 5,996,560 0.001 
2020年10月 5,906,300 0.001 
2020年11月 5,882,000 0.001 
2020年12月 5,779,980 0.001 
2021年１月 5,756,280 0.001 
2021年２月 5,726,080 0.001 
2021年３月 5,710,580 0.001 
2021年４月 5,693,030 0.001 
2021年５月 5,633,430 0.001 
2021年６月 5,622,830 0.001 
2021年７月 5,604,447 0.001 
2021年８月 5,576,497 0.001 

合計 68,888,014 

 

クラスC受益証券 

(単位：円) 

計算期間 金額 
１口 

当たり 
金額 

2020/９/１- 
2021/２/28 

121,729,683 579 

2021/３/１- 
2021/８/31 

107,006,704 476 

合計 228,736,387 
 

ファンドは原則として不動産収益およ

びJ-REIT等の不動産関連有価証券から

の収益から費用を差し引いた額を毎月

分配しております。 

 

円クラス受益証券 

(単位：円) 

計算月 金額 
１口 

当たり 
金額 

2021年９月 5,529,747 0.001 
2021年10月 5,475,847 0.001 
2021年11月 5,434,747 0.001 
2021年12月 5,322,184 0.001 
2022年１月 5,243,254 0.001 
2022年２月 5,182,604 0.001 
2022年３月 5,108,954 0.001 
2022年４月 5,074,124 0.001 
2022年５月 5,039,924 0.001 
2022年６月 4,937,354 0.001 
2022年７月 4,897,004 0.001 
2022年８月 4,863,754 0.001 

合計 62,109,497 

 

クラスC受益証券 

(単位：円) 

計算期間 金額 
１口 

当たり 
金額 

2021/９/１- 
2022/２/28 

662,450,700 2,917 

2022/３/１- 
2022/８/31 

41,423,640 166 

合計 703,874,340 
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項目 
第18期 

自 2020年９月１日 
至 2021年８月31日 

第19期 
自 2021年９月１日 
至 2022年８月31日 

＊２ 分配金の計算過程 ブラジルレアルクラス受益証券 

(単位：円) 

計算月 金額 
１口 

当たり 
金額 

2020年９月 1,799,809 0.007 
2020年10月 1,791,304 0.007 
2020年11月 1,791,304 0.007 
2020年12月 1,772,583 0.007 
2021年１月 1,765,494 0.007 
2021年２月 1,755,047 0.007 
2021年３月 1,749,918 0.007 
2021年４月 1,738,476 0.007 
2021年５月 1,722,752 0.007 
2021年６月 1,722,752 0.007 
2021年７月 1,722,752 0.007 
2021年８月 1,707,304 0.007 

合計 21,039,495 

 

オーストラリアドルクラス受益証券 

(単位：円) 

計算月 金額 
１口 

当たり 
金額 

2020年９月 72,920 0.0075 
2020年10月 70,393 0.0075 
2020年11月 70,393 0.0075 
2020年12月 68,753 0.0075 
2021年１月 68,753 0.0075 
2021年２月 68,753 0.0075 
2021年３月 68,753 0.0075 
2021年４月 68,753 0.0075 
2021年５月 68,753 0.0075 
2021年６月 68,753 0.0075 
2021年７月 68,753 0.0075 
2021年８月 68,753 0.0075 

合計 832,483 
  

319,496,379 
  

    

  

ブラジルレアルクラス受益証券 

(単位：円) 

計算月 金額 
１口 

当たり 
金額 

2021年９月 1,698,102 0.007 
2021年10月 1,698,102 0.007 
2021年11月 1,693,866 0.007 
2021年12月 1,662,714 0.007 
2022年１月 1,654,266 0.007 
2022年２月 1,652,585 0.007 
2022年３月 1,619,958 0.007 
2022年４月 1,615,913 0.007 
2022年５月 1,568,352 0.007 
2022年６月 1,547,840 0.007 
2022年７月 1,547,840 0.007 
2022年８月 1,547,840 0.007 

合計 19,507,378 

 

オーストラリアドルクラス受益証券 

(単位：円) 

計算月 金額 
１口 

当たり 
金額 

2021年９月 67,005 0.0075 
2021年10月 67,005 0.0075 
2021年11月 67,005 0.0075 
2021年12月 67,005 0.0075 
2022年１月 67,005 0.0075 
2022年２月 67,005 0.0075 
2022年３月 67,005 0.0075 
2022年４月 67,005 0.0075 
2022年５月 67,005 0.0075 
2022年６月 63,703 0.0075 
2022年７月 63,703 0.0075 
2022年８月 63,703 0.0075 

合計 794,154 
  

786,285,369 
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(金融商品に関する注記) 

Ⅰ 金融商品の状況に関する事項 

 

項目 
第18期 

自 2020年９月１日 
至 2021年８月31日 

第19期 
自 2021年９月１日 
至 2022年８月31日 

１ 金融商品に対する取組方

針 

当ファンドは不動産収益を源泉とする

社債等に投資する投資信託でありま

す。 

当ファンドは不動産関連資産への間接

的な投資を通じ、収益源物件からの毎

月の収益を源泉として、受益証券の受

益者に対して毎月分配を行うことを目

的としております。 

同左 

２ 金融商品の内容及び金融

商品に係るリスク 

当ファンドが保有する金融商品の種類

は、有価証券、デリバティブ取引、金

銭債権及び金銭債務であります。 

当ファンドが保有する有価証券及びデ

リバティブ取引の詳細は、(有価証券関

係に関する注記)及び(デリバティブ取

引等関係に関する注記)に記載しており

ます。 

これらは「商品性・関係者に関するリ

スク」、「不動産関連資産に関するリ

スク」、「不動産に関するリスク」、

「税制の変更に関するリスク」、「為

替変動リスク」及び「金融市場の動向

に関するリスク」に晒されておりま

す。 

同左 

３ 金融商品に係るリスク管

理体制 

管理会社は、適用法令並びにファンド

の投資方針及び投資制限等を遵守する

ため、社債発行会社たるレジット・ア

ルファ・インク及びRFJ合同会社に対す

る投資運用会社であるファンドクリエ

ーション・アール・エム株式会社と蜜

に連絡を取る等の手段を講じ、適切に

上記に係るリスク等の監視及び管理を

行っております。 

同左 

４ 金融商品の時価等に関す

る事項の補足説明 

市場価格がない場合には、合理的に算

定された価額で評価をしております。 

同左 
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Ⅱ 金融商品の時価等に関する事項 

 

項目 
第18期 

自 2020年９月１日 
至 2021年８月31日 

第19期 
自 2021年９月１日 
至 2022年８月31日 

１ 貸借対照表計上額、時価

及び差額 

貸借対照表上の金融商品は原則として

すべて時価で評価しているため、貸借

対照表計上額と時価との差額はありま

せん。 

同左 

２ 時価の算定方法 社債券及びリミテッド・パートナーシ

ップに対する投資 

社債券及びリミテッド・パートナーシ

ップに対する投資 

(重要な会計方針に係る事項に関する注

記)に記載しております。 

  

同左 

為替予約取引・直物為替先渡取引 為替予約取引・直物為替先渡取引 

(デリバティブ取引等関係に関する注

記)に記載しております。 

  

同左 

金銭債権及び金銭債務 金銭債権及び金銭債務 

これらの科目は短期間で決済されるた

め、帳簿価額は時価と近似しているこ

とから、当該帳簿価額を時価としてお

ります。 

同左 
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(有価証券関係に関する注記) 

 

項目 
第18期 

自 2020年９月１日 
至 2021年８月31日 

第19期 
自 2021年９月１日 
至 2022年８月31日 

種類 
貸借対照表計上額 

損益に含まれた 
評価差額 

貸借対照表計上額 
損益に含まれた 

評価差額 

(円) (円) (円) (円) 

リミテッド・ 
パートナーシップ 

393,280,397 89,455,548 293,429,461 △12,850,936 

社債券 5,144,211,654 505,678,784 5,719,933,834 1,725,722,180 

合計 5,537,492,051 595,134,332 6,013,363,295 1,712,871,244 

 

貸借対照表計上額(社債の評価額)は、社債の発行体が保有する資産総額から負債総額(当該社債を除く)と資本を

差し引いて算出される値により評価されており、当該資産総額は、匿名組合出資持分および現預金等で構成され

ております。 

匿名組合出資持分を構成する資産および負債は、匿名組合の計算代理人によって提供された基礎数値を基に、社

債の計算代理人が個別に時価評価しております。このうち、不動産信託の受益権および匿名組合出資持分につい

ては、信託財産を構成する資産または対象匿名組合契約に基づき営業者が保有する資産が、不動産、不動産の賃

借権または不動産の地上権である場合には、不動産、不動産の賃借権または不動産の地上権の価額から当該信託

または営業者が負担した負債を控除した額を以って評価しております。不動産、不動産の賃借権または不動産の

地上権は、収益還元法により評価しております。 

 

貸借対照表計上額(リミテッド・パートナーシップに対する投資の評価額)は、投資しているJ-REIT及びETFの損益

および評価に基づいた公正な評価額により評価しております。 
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(デリバティブ取引等関係に関する注記) 

第18期(自 2020年９月１日 至 2021年８月31日) 

ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引 

(通貨関連) 

(単位：円) 

区分 種類 

第18期(2021年８月31日現在) 

契約額等 
時価 評価損益 

 
うち１年超 

市 
場 
取 
引 
以 
外 
の 
取 
引 

為替予約取引 
    

買建 
    

豪ドル 23,028,911 － 23,266,967 238,056 

直物為替先渡取引 
    

買建 
    

ブラジルレアル 164,599,972 － 171,561,562 6,961,590 

売建 
    

ブラジルレアル △11,038,341 － △11,292,170 △253,829 

合計 176,590,542 － 183,536,359 6,945,817 

(注) 時価の算定方法は、通貨管理会社から提示されたロンドン時間午後4時のレートにより評価しております。 

 

第19期(自 2021年９月１日 至 2022年８月31日) 

ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引 

(通貨関連) 

(単位：円) 

区分 種類 

第19期(2022年８月31日現在) 

契約 額等 
時価 評価損益 

 
うち１年超 

市 
場 
取 
引 
以 
外 
の 
取 
引 

為替予約取引 
    

買建 
    

豪ドル 32,217,161 － 32,464,295 247,134 

直物為替先渡取引 
    

買建 
    

ブラジルレアル 228,048,501 － 227,562,616 △485,885 

合計 260,265,662 － 260,026,911 △238,751 

(注) 時価の算定方法は、通貨管理会社から提示されたロンドン時間午後4時のレートにより評価しております。 
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(関連当事者との取引に関する注記) 

第18期(自 2020年９月１日 至 2021年８月31日) 

該当事項はありません。 

 

第19期(自 2021年９月１日 至 2022年８月31日) 

該当事項はありません。 

 

(１口当たり情報) 

 

 
第18期 

2021年８月31日 
第19期 

2022年８月31日 

１口当たり純資産額 
  

円クラス受益証券 0.5511円 0.7045円 

クラスB受益証券 －円 －円 

クラスC受益証券 9,999円 9,998円 

ブラジルレアルクラス受益証
券 

0.6832円 1.0449円 

オーストラリアドルクラス受
益証券 

2.5259円 3.8405円 

 

(重要な後発事象に関する注記) 

当ファンドは、決算日後、下記の資産を譲渡しました。 

[フォレシティ大岡山][フォレシティ洗足][フォレシティ桜新町α] 

譲渡資産：不動産 

譲渡価格：非開示(注１) 

譲渡契約締結日：2022年10月31日 

譲渡日：2022年11月11日 

損益に及ぼす影響：第20期(自 2022年９月１日 至 2023年８月31日)において、有価証券売

買等損益1,921,000,000円を計上する予定です。 

(注１) 譲渡先との守秘義務契約により非開示としております。なお、譲渡に係る成功報酬等控除後の譲

渡価格は6,242,700,000円です。 
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(3) 投資有価証券明細表等 

第１ 有価証券明細表 

① 株式 

該当事項はありません。 

 

② 株式以外の有価証券 

(単位：円) 

種類 銘柄 券面総額 評価額 

リミテッド・ 
パートナーシップ 

J-REIT Investment Ⅰ L.P. 426,000,000 293,429,461 

リミテッド・パートナーシップ 
合計  

426,000,000 293,429,461 

社債券 

RESIT ALFA INC LIMITED RECOURSE 
ORDINARY PERFORMANCE NOTES 

13,730,000,000 4,419,923,834 

RFJ合同会社第1回無担保社債 1,300,000,000 1,300,000,000 

RESIT ALFA INC LIMITED RECOURSE 
SPECIAL PERFORMANCE NOTES 

10,000 10,000 

社債券合計 
 

15,030,010,000 5,719,933,834 

総合計 
 

15,456,010,000 6,013,363,295 

 

第２ 有価証券先物取引等及び為替予約取引の契約額等及び時価の状況表 

(デリバティブ取引等関係に関する注記)に記載しております。 
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５ お知らせ 

該当事項はありません。 

 


